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デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
『
対
話
』

　
　
修
復
的
司
法
と
演
劇
の
挑
戦

佐
　
和
　
田
　
敬
　
　
司

一
　
基
本
情
報

　《
概
要
》

　『
対
話（

（
（

』
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
劇
作
家
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
、
修
復
的
司
法（

（
（

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ

ニ
ン
グ
三
部
作
」
の
二
作
目
で
あ
る
。
物
語
は
次
の
通
り
。
前
景
と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
と
い
う
男
が
ド
ナ
と
い
う
若
い
女
性
に
対
し
て
レ

イ
プ
殺
人
を
は
た
ら
き
、
裁
判
の
結
果
ス
コ
ッ
ト
は
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
の
母
コ
ー
ラ
ル
は
、
被
害
者
の
遺
族
に
謝

罪
し
た
い
と
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ニ
ン
グ
に
依
頼
し
、
住
民
会
議
（
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
を
開
催
す
る
。
コ
ー
ラ
ル
と
、
ス
コ
ッ
ト
の
姉
ゲ

イ
ル
、
弟
ミ
ッ
ク
、
叔
父
ボ
ブ
か
ら
な
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
家
と
、
ド
ナ
の
母
バ
ー
バ
ラ
と
父
デ
レ
ク
か
ら
な
る
ミ
ル
ソ
ム
家
が
、
ジ
ャ
ッ

ク
の
前
に
集
ま
る
。
本
件
よ
り
過
去
に
お
か
し
た
レ
イ
プ
事
件
以
来
、
ス
コ
ッ
ト
の
治
療
に
当
た
っ
て
い
た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
ロ
ー
リ
ン

も
同
席
し
て
い
る
。
激
し
い
敵
愾
心
を
持
っ
て
コ
ー
ラ
ル
た
ち
に
対
峙
す
る
デ
レ
ク
と
、
途
方
も
な
い
心
の
空
虚
を
訴
え
る
バ
ー
バ
ラ
に

対
し
て
、
コ
ー
ラ
ル
は
息
子
が
刑
務
所
で
生
き
延
び
る
た
め
、
保
護
檻
房
へ
入
る
こ
と
を
許
す
署
名
を
求
め
る
こ
と
で
、
遺
族
を
激
怒
さ

せ
、
会
議
は
混
沌
と
す
る
。
し
か
し
修
復
的
司
法
の
プ
ロ
セ
ス
が
経
過
す
る
中
で
、
登
場
人
物
た
ち
が
自
分
の
責
任
を
吐
露
し
、
ひ
と
り



22デヴィッド・ウィリアムソン『対話』

ひ
と
り
肩
の
荷
を
下
ろ
し
て
い
く
。

　《
上
演
史
》

　
こ
の
作
品
は
、
シ
ド
ニ
ー
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ
ア
タ
ー
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
九
月
五
日
に
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ
ア
タ
ー
（
劇
場
）

で
初
演
さ
れ
た
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ
ア
タ
ー
は
一
九
五
八
年
創
設
で
翌
々
年
か
ら
シ
ド
ニ
ー
北
岸
の
水
辺
の
高
級
住
宅
地
に
あ
る
中
規
模

の
劇
場
で
あ
る
。
劇
場
は
す
り
鉢
状
で
、
二
二
〇
の
客
席
が
、
舞
台
を
三
方
か
ら
舞
台
を
囲
む
構
造
で
あ
る
。『
対
話
』
で
は
シ
ド
ニ
ー

西
部
地
域
に
住
む
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
家
と
、
北
部
地
域
に
住
む
ミ
ル
ソ
ム
家
の
格
差
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
劇
場
は

ミ
ル
ソ
ム
家
の
よ
う
な
経
済
的
に
豊
か
な
白
人
が
住
む
地
域
に
所
在
し
て
い
る
。
客
層
も
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
中
高
年
の
白
人
が

多
い
。

　
演
出
は
同
劇
団
の
芸
術
監
督
サ
ン
ド
ラ
・
ベ
イ
ツ
で
あ
り
、
彼
女
は
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ニ
ン
グ
三
部
作
」
の
す
べ
て
の
初
演
舞
台
を
演

出
し
た（

（
（

。

　
そ
の
後
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ
ア
タ
ー
は
、
こ
の
サ
ン
ド
ラ
・
ベ
イ
ツ
演
出
の
上
演
を
、
キ
ャ
ス
ト
を
一
部
変
え
な
が
ら
、
二
〇
〇
三
年
二

月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
と
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
各
地
を
ツ
ア
ー
さ
せ
た（

（
（

。
ま
た
同
年
三
月
に

は
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
・
シ
ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
が
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
の
Ｑ
Ｐ
Ａ
Ｃ
内
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
で
、
ジ
ャ
ン
＝
マ
ル
ク
・
ラ
ス
の

演
出
に
よ
り
『
対
話
』
を
上
演
し
て
い
る（

（
（

。

　
一
一
年
後
の
二
〇
一
四
年
、
サ
ン
ド
ラ
・
ベ
イ
ツ
が
三
〇
年
間
務
め
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ
ア
タ
ー
の
芸
術
監
督
を
退
任
す
る
と
発
表
し

た
翌
月
、
ベ
イ
ツ
の
演
出
に
よ
り
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ
ア
タ
ー
は
『
対
話
』
を
再
演
し
た
。
シ
ド
ニ
ー
・
チ
ャ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
の
ザ
・
コ
ン

コ
ー
ス
（
劇
場
）
で
、「
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ニ
ン
グ
三
部
作
」
同
時
上
演
の
中
の
一
作
だ
っ
た（

（
（

。
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　『
対
話
』
は
英
国
で
も
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
～
一
二
月
に
、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
マ
レ
ー
の
演
出
に
よ
り
、
英
国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ロ

イ
ヤ
ル
・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
・
シ
ア
タ
ー
に
よ
り
上
演
さ
れ
た（

（
（

。

　
ま
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
上
演
な
が
ら
、
修
復
的
司
法
の
国
際
的
な
集
会
と
連
動
し
、
修
復
的
司
法
の
実
践
者
に
影
響
を
与
え
た
興
味
深

い
試
み
も
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
を
拠
点
と
す
るN

o T
heatre

は
、
六
年
間
『
対
話
』
を
上
演
し
続
け
、
二
〇
一
七
年
、「
修

復
的
司
法
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
一
七
」（R

estorative Justice W
eek 2017

）
の
機
会
に
、
同
劇
団
は
『
対
話
』
を
上
演
し
た
。
ま
た
そ
の

模
様
が
映
画
と
し
て
撮
影
さ
れ
、「
ウ
ィ
ー
ク
」
の
期
間
中
そ
の
上
映
が
、
世
界
中
で
一
〇
〇
カ
所
以
上
で
行
わ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
二

〇
二
〇
年
に
は
、
修
復
的
司
法
・
欧
州
フ
ォ
ー
ラ
ムT
he European Forum

 for R
estorative Justice 

（EFR
J

）
の
創
設
二
〇
周

年
を
記
念
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
リ
・
ス
タ
ー
ト
」（R

EstA
R

T

）
に
お
い
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
「
ジ
ャ
ッ
ク
・

マ
ニ
ン
グ
三
部
作
」
執
筆
時
か
ら
マ
ニ
ン
グ
の
モ
デ
ル
と
し
て
関
わ
っ
た
修
復
的
司
法
の
実
践
者
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と
、N

o 

T
heatre

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
迎
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
た（

（
（

。

　
日
本
で
は
、
二
〇
二
三
年
二
月
一
〇
日
か
ら
二
四
日
ま
で
、
俳
優
座
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
、
劇
団
俳
優
座
のN

o.352

公
演
と
し
て
、

『
対
話
』
は
上
演
さ
れ
た（

（
（

。
全
一
四
回
公
演
。
翻
訳
は
佐
和
田
敬
司
。
演
出
は
森
一
。
筆
者
は
翻
訳
者
・
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
と
し
て
、
稽

古
に
参
加
し
、
戯
曲
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
・
社
会
に
関
す
る
演
出
者
と
俳
優
の
質
問
に
答
え
る
役
割
を
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
公

演
期
間
を
通
し
て
、
三
つ
の
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
が
催
さ
れ
た
。
一
回
目
は
、
齋
藤
志
野
歩
氏
（
東
京
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）、

二
回
目
は
高
橋
則
夫
氏
（
法
学
者
）
と
林
依
利
子
氏
（
弁
護
士
）、
三
回
目
は
加
藤
ち
か
氏
（
本
公
演
の
舞
台
美
術
と
衣
装
担
当
）
が
ゲ

ス
ト
と
し
て
招
か
れ
た
。
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二
　
日
本
で
上
演
さ
れ
た
『
対
話
』
の
演
劇
的
意
義

　
二
〇
〇
七
年
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
の
上
演
に
対
す
る
、『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
紙
の
劇
評
が
あ
る
。
こ
の
劇
評
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
導
か
れ
な
が
ら
、『
対
話
』
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

　（
作
品
の
）
こ
の
状
況
は
、
感
情
的
に
調
和
し
得
な
い
（
複
数
の
）
見
解
と
と
も
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く

劇
的
行
為action
と
い
う
、
緊
迫
し
た
ド
ラ
マ
の
要
素
を
す
べ
て
持
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
を
シ
ド

ニ
ー
郊
外
に
移
植
し
た
よ
う
な
劇
的
行
為action

を
私
た
ち
に
見
せ
た
い
の
だ
ろ
う
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
二
つ
の
根
本
的
な

欠
陥
が
あ
る
。
真
の
悲
劇
は
暴
力
的
な
結
末
に
向
か
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
私
た
ち
は
そ
の
直
後
の
余

波
を
拾
い
集
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
二
つ
目
の
問
題
は
、（
演
出
家
）
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
マ
ー
レ
イ
の
煮
え
た
ぎ
る
よ
う
で
い
て
、

結
局
は
無
難
な
演
出
が
克
服
し
よ
う
と
苦
闘
し
て
い
る
、
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
状
況
の
視
覚
的
貧
困
で
あ
る
。
ま
る
で
（
復
讐
の
女

神
）
エ
リ
ー
ニ
ュ
ス
た
ち
が
、
報
復
の
た
め
に
降
臨
す
る
の
で
は
な
く
、
コ
ー
ヒ
ー
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
囲
ん
で
理
性
的
に
話
し
合
う

か
の
よ
う
だ
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
変
革
的
司
法transform

ative justice

が
犯
罪
者
の
更
生
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
所
以
な

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ド
ラ
マ
と
し
て
の
価
値
を
減
殺
す
る
理
由
で
も
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
作
品
は
、
議
論

の
的
と
な
っ
て
い
る
あ
る
司
法
手
続
き
の
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
過
ぎ
な
い
―
劇
と
言
う
よ
り
は
、
筆
記
録
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る（

（1
（

。

　
こ
の
劇
評
で
語
ら
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
①
本
作
が
描
い
て
い
る
被
害
者
遺
族
と
加
害
者
家
族
の
対
話
は
、「
暴

力
的
な
結
末
」
で
あ
る
レ
イ
プ
殺
人
事
件
が
起
き
た
あ
と
の
「
余
波
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
真
の
悲
劇
」
の
劇
的
行
為
と
は
言
え
な
い
、
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と
い
う
主
張
で
あ
る
。
②
ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
よ
ろ
し
く
復
讐
の
女
神
た
ち
が
降
臨
し
、
例
え
ば
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
を
死
に
導
く
と
い
っ

た
劇
的
行
為
が
、
価
値
の
あ
る
ド
ラ
マ
で
あ
る
と
言
い
、
理
性
的
な
対
話
は
、
現
実
の
修
復
的
司
法
に
よ
る
問
題
解
決
に
は
不
可
欠
で
あ

ろ
う
が
、
劇
と
し
て
は
視
覚
的
に
価
値
を
減
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
①
の
、『
対
話
』
に
と
っ
て
の
劇
的
行
為
と
は
何
か
を
考
え
て
み
た
い
。
筆
者
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
の
『
対
話
』
を
観
劇
す
る
機
会

が
無
か
っ
た
の
で
演
出
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
日
本
上
演
を
通
し
て
こ
の
劇
評
の
主
張
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は

出
来
る
。
こ
の
戯
曲
が
日
本
で
上
演
さ
れ
た
と
き
、
暴
力
的
な
結
末
が
こ
の
作
品
の
重
要
な
劇
的
行
為
な
の
で
は
な
く
、『
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
』
紙
の
劇
評
で
「
余
波
を
拾
っ
て
い
る
」
と
見
な
さ
れ
た
〈
そ
の
後
〉
の
対
話
に
お
い
て
、
人
々
の
感
情
が
「
変
化
す
る
」
こ
と
が
、

こ
の
戯
曲
の
劇
的
行
為
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　《
変
化
す
る
こ
と
》

　『
読
売
新
聞
』
の
俳
優
座
『
対
話
』
公
演
に
つ
い
て
の
劇
評
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　「
張
り
詰
め
た
空
気
を
変
え
る
の
は
二
人
の
母
親
だ
。」

　「
攻
守
を
変
え
な
が
ら
進
む
対
話
は
罪
悪
感
や
憎
し
み
の
心
情
告
白
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
内
発
的
に
事
件
を
顧
み
る
に
至
る
。

俳
優
陣
の
芝
居
の
転
調
が
鮮
や
か
だ
。」

　「
や
り
場
の
な
い
怒
り
に
顔
を
ゆ
が
ま
せ
て
い
た
デ
レ
ク
も
憑
き
も
の
が
落
ち
た
か
の
よ
う
な
表
情（

（1
（

。」

　
下
線
を
引
い
た
こ
れ
ら
の
言
葉
は
い
ず
れ
も
、
登
場
人
物
や
、
そ
れ
を
演
じ
る
俳
優
の
演
技
、
舞
台
上
の
空
気
が
、「
変
化
し
た
」
こ
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と
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
劇
中
の
「
変
化
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
局
面
が
あ
っ
た
。
俳
優
座
公
演
中
に
行
わ
れ
た
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
の
一
つ
で
、
東
京

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
理
事
の
齋
藤
志
野
歩
氏
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た（

（1
（

。
そ
の
中
で
齋
藤
氏
は
、
俳
優
座
の
『
対
話
』
を
数

回
観
て
、「
カ
ナ
リ
ヤ
色
の
キ
ッ
チ
ン
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
シ
ー
ン
で
常
に
泣
い
た
と
い
う
。
そ
の
シ
ー
ン
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
バ
ー
バ
ラ
は
死
ん
だ
娘
の
話
を
聞
い
て
欲
し
い
と
言
い
、
コ
ー
ラ
ル
と
ゲ
イ
ル
は
そ
れ
を
聞
き
た
い
と
言
う
。
し
か
し
デ
レ
ク
は
、

そ
ん
な
話
を
彼
ら
に
聞
か
せ
る
な
と
、
バ
ー
バ
ラ
を
何
度
も
止
め
る
。
そ
ん
な
デ
レ
ク
の
態
度
に
バ
ー
バ
ラ
は
激
怒
し
て
、
娘
の
死
の
直

後
、
遺
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
部
屋
で
の
娘
と
一
緒
の
時
間
を
す
ぐ
に
終
え
る
よ
う
、
デ
レ
ク
か
ら
急
か
さ
れ
た
と
き
か
ら
抱
い
て
い
た

怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
る
。
デ
レ
ク
は
そ
れ
に
衝
撃
を
受
け
、
意
気
消
沈
し
て
沈
黙
す
る
。
バ
ー
バ
ラ
は
そ
れ
を
尻
目
に
コ
ー
ラ
ル
た
ち
に
娘

の
話
を
続
け
、
娘
が
自
宅
の
キ
ッ
チ
ン
の
色
に
難
癖
を
つ
け
、
カ
ナ
リ
ヤ
色
に
塗
り
直
せ
と
言
っ
た
話
を
し
始
め
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、

バ
ー
バ
ラ
の
思
い
出
話
に
お
ず
お
ず
と
デ
レ
ク
が
加
わ
ろ
う
と
す
る
と
、
バ
ー
バ
ラ
は
涙
を
流
し
な
が
ら
デ
レ
ク
を
励
ま
し
、
夫
婦
で
娘

の
わ
が
ま
ま
気
味
な
思
い
出
話
を
語
る
。
斉
藤
氏
は
、
自
分
が
い
つ
も
泣
い
て
し
ま
う
理
由
を
、
そ
の
場
面
は
参
加
者
の
（
と
く
に
最
も

頑
な
だ
っ
た
被
害
者
の
父
デ
レ
ク
の
）
感
情
が
変
わ
る
の
が
分
か
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　
齋
藤
氏
は
、
自
ら
の
実
践
に
つ
い
て
、「
参
加
者
の
感
情
が
出
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
と
め
な
い
で
出
さ
せ
る
。
対
面
す
る
と
『
相
手

に
こ
う
し
て
欲
し
い
』
と
思
い
、
自
分
の
感
情
が
変
わ
る
か
ら
『
自
分
の
行
動
も
変
わ
る
』。
そ
れ
が
相
手
に
伝
わ
る
」
と
語
る
。
ア
フ

タ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
こ
の
齋
藤
志
野
歩
氏
の
発
言
を
受
け
て
、
デ
レ
ク
役
を
演
じ
た
斉
藤
淳
氏
が
、「
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
芝
居
を
や
っ

て
い
る
と
同
じ
だ
」
と
発
言
し
た
。

　
日
本
の
近
代
演
劇
史
を
振
り
返
る
と
、
そ
れ
は
歌
舞
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ま
で
の
演
劇
か
ら
決
別
し
て
、「
対
話
劇
」
を
導
入
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る（

（1
（

。
西
洋
戯
曲
の
翻
訳
劇
を
通
し
て
、
日
本
が
四
苦
八
苦
し
て
導
入
し
た
対
話
劇
の
わ
ざ
と
ら
し
さ
に
一
石
を
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投
じ
た
の
が
平
田
オ
リ
ザ
で
、
平
田
は
、「
私
た
ち
は
、
主
体
的
に
喋
っ
て
い
る
の
だ
が
、
一
方
で
、
相
手
の
反
応
、
空
間
の
広
さ
、
外

か
ら
の
音
な
ど
、
様
々
な
外
的
要
因
に
影
響
を
受
け
て
喋
っ
て
い
る
」（
関
係
性
か
ら
の
発
話
）
と
い
う（

（1
（

。

　
演
劇
は
た
だ
観
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、「
応
用
演
劇
」
と
し
て
社
会
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
様
々
な
現
場
に

応
用
で
き
る
と
、
そ
の
可
能
性
が
模
索
さ
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
演
劇
に
お
け
る
対
話
は
、
修
復
的
司
法
に
お
け
る
対
話
と
の
共
通
点
が
あ
る
こ

と
を
、
両
方
の
実
践
者
が
確
認
し
た
こ
と
を
、
ト
ー
ク
で
の
こ
の
や
り
と
り
は
示
し
た
の
だ
と
思
う
。

　《
翻
訳
劇
と
い
う
手
法
》

　
次
に
、
翻
訳
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
現
代
の
日
本
の
演
劇
シ
ー
ン
で
は
、
海
外
戯
曲
の
翻
訳
者
は
「
日
本
人
の
生
理
に
合
う
訳
」
を
心

が
け
る
こ
と
が
多
い
。
原
文
に
あ
る
そ
の
国
の
言
語
文
化
を
、
日
本
の
言
語
文
化
に
つ
よ
く
引
き
寄
せ
た
訳
、
つ
ま
り
「
日
本
人
の
俳
優

が
口
に
し
、
日
本
人
の
観
客
が
耳
に
し
て
自
然
に
響
く
日
本
語
」
で
あ
る（

（1
（

。
今
回
、
筆
者
は
加
害
者
の
母
親
コ
ー
ラ
ル
の
台
詞
を
、
例
え

ば
以
下
の
よ
う
に
訳
し
た
。

　
お
嬢
さ
ん
へ
の
あ
た
し
た
ち
の
こ
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
息
子
を
保
護
監
房
へ
い
れ
る
こ
と
に
反
対
さ
れ
な

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
。
弁
護
士
の
先
生
が
、
大
き
な
助
け
に
な
る
と
言
っ
て
ま
し
た
。
重
要
犯
罪
の
受
刑
者
の
収
容
条

件
を
変
更
す
る
場
合
は
、
被
害
者
家
族
の
同
意
が
必
要
だ
っ
て（

（1
（

。

I thought if you saw
 how

 truly sorry w
e are about your girl, you m

ight say you

’ve no objection to him
 

being put in protective custody. O
ur law

yer said it

’d help his case. H
e says that if a serious offender

’s 

conditions are going to be changed the victim

’s fam
ily has to be consulted. （p.65

）
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英
語
に
は
敬
語
は
な
い
が
、「
分
か
っ
て
い
た
だ
け
た
」「
反
対
さ
れ
な
か
っ
た
」
な
ど
の
敬
語
表
現
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
彼
女
が
被

害
者
家
族
に
へ
り
く
だ
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
原
文
で
はO

ur law
yer

と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
「
弁
護
士
の
先
生
が
」

と
訳
す
る
こ
と
で
、
彼
女
が
弁
護
士
を
上
に
見
る
社
会
階
層
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
の
台
詞
で
は
、
コ
ー
ラ
ル
が
兄

ボ
ブ
に
呼
び
か
け
る
際
も
工
夫
を
施
し
た
、
原
文
で
は
「B

ob

」
と
い
う
呼
び
か
け
や
、you

と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
全
部
「
兄
さ

ん
」
と
訳
し
た
。「
兄
さ
ん
」
と
い
う
日
本
語
は
兄
妹
間
で
自
然
な
言
葉
の
は
ず
だ
し
、「
お
兄
さ
ん
」
と
呼
ば
せ
な
い
こ
と
で
、
聞
く
者

に
彼
女
の
家
庭
環
境
を
あ
る
程
度
想
像
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
俳
優
座
公
演
に
つ
い
て
の
劇
評
で
「（
コ
ー
ラ
ル
を
演
じ
た
）
山
本
は

海
外
作
品
で
あ
り
な
が
ら
日
本
の
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
母
の
よ
う
に
演
じ
る
こ
と
で
作
品
を
観
客
の
生
活
感
に
近
づ
け
た（

（1
（

」
と
い
う
評

が
あ
り
、
上
述
の
よ
う
な
「
日
本
人
の
生
理
に
あ
っ
た
翻
訳
」
に
、
俳
優
座
の
山
本
順
子
の
高
度
な
演
技
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
、「
日

本
の
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
母
」
と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
人
物
を
舞
台
上
に
表
出
し
得
た
の
だ
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
『
対
話
』
の
日
本
語
訳
を
通
し
て
、
翻
訳
者
で
あ
る
筆
者
は
、
観
客
に
対
す
る
あ
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
。
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
に
、「
ほ
と
ん
ど
の
被
害
者
は
あ
ん
な
ふ
う
に
感
情
は
出
せ
な
い
。
凍
り
付
い
て
何
も
言
え
ず
沈
黙
し
て
い
く（

（1
（

」
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
、「
日
本
人
は
こ
う
し
な
い
」
と
い
う
思
い
込
み
に
抗
っ
て
、
日
本
人
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
た
登
場

人
物
た
ち
に
こ
の
対
話
を
さ
せ
よ
う
と
い
う
企
て
だ
っ
た
。（
外
国
の
社
会
や
文
化
を
知
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
）
翻
訳
劇
で
は
な

く
、
舞
台
を
、「
日
本
で
こ
の
よ
う
な
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
」
と
い
う
仮
定
の
、
ひ
と
つ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
の
で

あ
る
。

　
そ
の
結
果
《
日
本
人
》
が
激
し
く
激
突
し
な
が
ら
、
対
話
す
る
光
景
が
展
開
し
た
。
コ
ー
ラ
ル
を
演
じ
る
山
本
氏
は
、「
自
分
が
コ
ー

ラ
ル
の
立
場
だ
っ
た
ら
、（
保
護
檻
房
に
つ
い
て
の
署
名
を
求
め
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
ず
）
息
子
に
死
ね
と
い
う
」
と
筆
者
に
語
っ
て
く
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れ
た
。
こ
れ
は
山
本
氏
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
と
同
時
に
、
犯
罪
加
害
者
の
み
な
ら
ず
そ
の
家
族
に
対
し
て
ま
で
私
刑
を
加
え
よ
う
と

す
る
現
代
の
日
本
社
会
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
日
本
の
多
く
の
人
が
そ
う
考
え
る
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
、「
日
本
の
ど
こ
に

で
も
い
そ
う
な
母
」
と
し
て
の
コ
ー
ラ
ル
が
、
原
作
通
り
の
激
し
い
対
話
の
中
心
と
し
て
物
語
に
存
在
す
る
こ
と
は
、「
自
明
の
こ
と
を

い
っ
た
ん
わ
か
ら
な
く
さ
せ
，
そ
れ
に
よ
っ
て
真
の
認
識
に
到
達
さ
せ
る（

（2
（

」、
ブ
レ
ヒ
ト
の
言
う
異
化
効
果
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
言
っ

て
い
い
。
し
か
も
こ
の
異
化
効
果
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
そ
の
他
の
地
域
で
は
な
く
、
日
本
の
文
脈
の
中
で
作
動
す
る
も
の
で
、
翻
訳

劇
と
い
う
方
法
が
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
カ
ナ
リ
ヤ
色
の
キ
ッ
チ
ン
」
の
場
面
を
き
っ
か
け
に
訪
れ
る
大
き
な
変
化
は
、

原
作
で
は
普
遍
的
な
人
間
の
良
心
を
表
し
て
い
る
一
方
、
日
本
の
文
脈
で
は
、
日
本
人
的
で
あ
り
な
が
ら
日
本
人
的
で
な
い
登
場
人
物
が

迎
え
る
異
化
さ
れ
た
未
来
、
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
、
人
間
関
係
が
修
復
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
修

復
的
司
法
の
よ
う
な
手
法
が
、「
日
本
で
も
行
わ
れ
る
べ
き
だ
」、「
い
や
日
本
で
は
出
来
な
い
」、
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
客
が
違
う
こ

と
を
考
え
た
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
劇
と
同
じ
く
、「
観
客
は
観
劇
後
、
こ
の
矛
盾
の
解
決
に
は
現
在
の
社
会
を
変
革

す
る
以
外
に
な
い
と
自
分
で
悟
る
に
至
る（

（2
（

」
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
　
修
復
的
司
法
と
性
暴
力
と
い
う
テ
ー
マ

　
前
述
の
『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
の
劇
評
に
お
い
て
、「
理
性
的
な
対
話
は
、
現
実
の
修
復
的
司
法
に
よ
る
問
題
解
決
に
は
不
可
欠
で
あ
ろ

う
が
、
劇
と
し
て
は
視
覚
的
に
価
値
を
減
じ
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
、
性
暴
力
の
加
害
者
家
族
と
被
害
者
家
族
が

向
き
合
う
修
復
的
司
法
が
、
そ
の
ま
ま
ド
ラ
マ
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
ラ
マ
の
要
素
と
、
修
復
的
司
法
の
プ
ロ
セ
ス
の
要
素

は
、
分
か
ち
が
た
い
。
こ
の
章
で
は
、
修
復
的
司
法
を
演
劇
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
も
の
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
修
復
的
司
法
に
関
し
て
常
に
話
題
が
あ
が
る
の
が
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
苦
手
な
日
本
人
に
と
っ
て
、
不
可
能
と
い
う
感
想
で
あ
る
。
今
回
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実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
日
本
の
今
の
社
会
で
は
、
複
雑
な
気
持
ち
や
状
況
を
言
語
化
し
て
整
理
し
た
り
、
誰
か
が
言
っ
た
こ
と

を
文
字
通
り
に
解
釈
し
理
解
す
る
こ
と
の
教
育
と
訓
練
を
受
け
て
い
な
い（

（2
（

」
と
い
う
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
い
わ
ゆ

る
「
日
本
人
論
」
に
立
脚
し
た
意
見
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
は
、『
面
と
向
か
っ
て
』
に
つ
い
て
の
拙
論（

（2
（

で
す
で
に
紹
介

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
修
復
的
司
法
に
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
重
要
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
本
作
が
発
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
デ
ィ

ベ
ー
ト
の
経
験
値
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
が
、
作
品
か
ら
は
読
み
取
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
上
手
な
人
、
そ
の
よ
う
な
訓
練

や
教
育
を
受
け
て
い
る
人
が
、
当
事
者
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
物
語
で
は
、
最
初
、
被
害
者
の
父
デ
レ
ク
は
娘
の
死
に
関
連
す
る
様
々

な
資
料
や
統
計
を
集
め
て
、
こ
の
場
に
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
全
部
加
害
者
家
族
に
ぶ
つ
け
て
、
娘
の
仇
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
ら
し

い
。
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
野
党
の
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
し
て
い
る
と
最
後
に
明
か
さ
れ
る
加
害
者
の
姉
ゲ
イ
ル
も
相
当
な
論
客
で
、
豊
富
な

知
識
を
元
に
し
て
、
格
差
と
貧
困
が
は
な
は
だ
し
い
社
会
環
境
が
こ
の
悲
劇
を
生
ん
だ
と
主
張
し
、
デ
レ
ク
に
徹
底
し
て
抗
弁
す
る
。
こ

こ
ま
で
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
他
の
参
加
者
を
置
き
去
り
に
し
て
両
者
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
の
み
で
、

こ
の
場
を
悪
化
さ
せ
て
い
く
だ
け
で
し
か
な
い
。
前
章
で
述
べ
た
「
変
化
」
が
起
き
た
き
っ
か
け
は
、
そ
の
後
に
来
る
。
デ
レ
ク
は
妻
の

𠮟
責
に
よ
っ
て
衝
撃
を
受
け
、
自
分
が
固
執
し
た
資
料
や
デ
ー
タ
が
何
の
意
味
も
無
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
ゲ
イ
ル
も
バ
ー
バ
ラ
の
抱
い

て
い
る
本
当
の
苦
し
み
を
知
り
、
自
分
の
知
識
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
そ
の
大
き
さ
に
、
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
涙
を
流
す
。
こ
の
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
「
変
化
」
が
起
き
る
の
は
、
こ
の
後
の
こ
と
で
あ
り
、
結
局
デ
ィ
ベ
ー
ト
力
の
よ
う
な
も
の
は
意
味

が
無
い
と
言
う
こ
と
を
、『
対
話
』
の
物
語
は
伝
え
て
い
る
。
修
復
的
司
法
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
原
作
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
、
被
害
者

家
族
の
嘆
き
や
、
加
害
者
家
族
が
我
が
子
を
思
う
気
持
ち
、
突
然
こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
た
と
ま
ど
い
を
丁
寧
に
描
く
。
そ
れ
は
決
し

て
、
理
路
整
然
と
し
た
議
論
で
は
な
い
。
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俳
優
座
『
対
話
』
の
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
に
登
壇
し
た
国
際
弁
護
士
の
林
依
利
子
氏
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
は

文
化
的
側
面
が
反
映
さ
れ
る
。
日
本
で
は
、
怒
っ
て
い
る
ほ
ど
黙
っ
て
し
ま
う
。
欧
米
で
は
感
情
的
に
な
る
。
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
が
、
文

化
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
考
え
て
、
参
加
者
の
言
葉
を
引
き
出
す
。
／
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
は
関
係
な
い
。
日

本
人
が
特
に
不
利
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
日
本
は
調
停
向
き
で
は
な
い
か
と
海
外
か
ら
観
ら
れ
て
い
る
。
白
黒
決
着
を
つ
け
な
か
っ
た

り
、
和
を
尊
ん
だ
り
、
曖
昧
さ
を
残
す
こ
と
を
好
ん
だ
り
、
と
い
っ
た
特
徴
は
、
調
停
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。」

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
齋
藤
志
野
歩
氏
も
、
日
本
に
お
い
て
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
て
い
る
中
で
体
験
す
る
こ
と
と
、
劇
中
で
起

き
る
こ
と
（
特
に
「
カ
ナ
リ
ヤ
色
の
キ
ッ
チ
ン
」
の
シ
ー
ン
）
に
共
通
す
る
要
素
が
あ
る
と
語
っ
た
。
舞
台
上
で
相
手
の
感
情
の
変
化
を

受
け
止
め
な
が
ら
、
自
分
の
行
動
も
変
化
し
て
い
く
と
い
う
、
俳
優
の
演
技
の
実
践
と
、『
対
話
』
の
中
の
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
そ
し
て

斉
藤
氏
が
実
践
の
中
で
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
、
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
演
劇
と
い
う
媒
体
だ
か
ら
こ
そ
、
気
づ
け
る

こ
と
と
言
え
る
。

　『
対
話
』
が
ド
ラ
マ
と
現
実
の
実
践
の
両
軸
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
事
実
や
現
実
が
物

語
に
入
り
込
む
こ
と
を
意
味
す
る
。『
対
話
』
に
お
い
て
参
加
者
が
話
し
合
っ
て
い
る
事
件
は
、
レ
イ
プ
殺
人
事
件
で
あ
る
。
日
本
も
例

外
で
は
な
く
、
性
暴
力
に
対
す
る
社
会
の
断
固
と
し
た
姿
勢
は
、『
対
話
』
初
演
時
と
は
次
元
の
異
な
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
今
日
の
社

会
で
最
も
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
の
一
つ
と
な
っ
た
性
暴
力
が
、
舞
台
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
が
問
わ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

俳
優
座
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
公
演
前
に
観
客
席
に
紙
を
配
布
し
、
性
暴
力
に
つ
い
て
の
表
現
が
含
ま
れ
る
こ
と
、
気
分
が
悪
く
な
っ
た
場
合

に
は
劇
場
の
外
へ
出
る
方
法
を
告
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
な
ん
ら
か
の
性
暴
力
の
当
事
者
に
作
品
が
精
神
的
悪
影
響
を
与
え
る
危

険
性
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
措
置
が
執
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
性
暴
力
を
め
ぐ
る
事
件
を
発
端
と
し
た
修
復
的
司
法
の
会
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
件
の
当
事
者
、
つ
ま
り
被
害
者
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も
加
害
者
も
不
在
で
あ
る
（
デ
レ
ク
と
バ
ー
バ
ラ
の
要
望
に
よ
り
、
加
害
者
ス
コ
ッ
ト
は
、
こ
の
会
に
出
ず
、
録
音
に
よ
っ
て
声
だ
け
で

発
言
を
す
る
）
こ
と
も
、
観
る
者
に
疑
念
を
持
た
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
性
暴
力
の
被
害
者
は
置
き
去
り
に
し
て
、
生
き
て
い
る
人
た
ち

だ
け
の
関
係
修
復
の
た
め
の
会
な
の
か
、
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
前
作
『
面
と
向
か
っ
て
』
で
も
同
様
の
こ
と
を
感
じ
た
観
客
が
複
数
い
た
。
こ
の
作
品
で
は
、
い
じ
め
が
横
行
す
る
会

社
で
傷
害
事
件
が
置
き
、
そ
こ
で
傷
つ
い
た
人
間
関
係
を
修
復
す
る
修
復
的
司
法
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
構
造
的
い
じ
め
の
張
本
人
だ
っ

た
二
人
の
社
員
は
会
へ
の
出
席
を
拒
否
し
て
お
り
、
彼
ら
の
行
動
が
伝
聞
で
出
席
者
か
ら
語
ら
れ
る
が
、
実
際
に
登
場
は
し
な
い
。
こ
れ

が
、
欠
席
裁
判
で
あ
り
、
ご
都
合
主
義
だ
と
い
う
意
見
だ
っ
た
。

　
前
回
の
論
文（

（2
（

で
も
こ
の
点
に
つ
い
て
注
で
触
れ
た
が
、
再
度
、
日
本
へ
の
修
復
的
司
法
の
紹
介
者
で
あ
る
、
高
橋
則
夫
氏
の
説
明
を
引

用
す
る
。「（
修
復
的
司
法
は
）
当
事
者
に
よ
る
解
決
の
中
か
ら
、
新
し
い
価
値
が
創
造
さ
れ
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

民
主
主
義
の
原
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
参
加
し
た
く
な
い
人
は
参
加
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
参
加
し
た
い
人
が
参
加
す
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
（
純
粋
モ
デ
ル
）
と
し
て
の
修
復
的
司
法
に
参
加
し
た
く
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
修
復
的
司
法
そ
れ
自
体

を
批
判
す
る
こ
と
は
や
は
り
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
満
足
を
得
た
被
害
者
や
加
害
者
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う（

（2
（

。」

　
こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
例
え
こ
こ
に
居
な
い
人
が
い
た
と
し
て
も
（『
面
と
向
か
っ
て
』
で
は
い
じ
め
を
す
る
社
員
、
そ
し
て

『
対
話
』
で
は
加
害
者
と
、
な
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
る
被
害
者
）、
修
復
的
司
法
は
、
生
き
て
こ
こ
に
集
ま
る
こ
と
の
で
き
た
、
こ
こ
に

集
ま
ろ
う
と
思
っ
た
人
々
が
、
こ
の
事
件
で
受
け
た
損
害
を
聴
い
て
も
ら
い
、
ま
た
出
来
事
に
対
し
て
の
自
分
の
責
任
も
認
識
す
る
こ
と

で
、
な
ん
ら
か
の
解
決
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
刑
事
司
法
の
プ
ロ
セ
ス
に
加
わ
り
、
事
件
に
つ
い
て
聞
き
、
話
を
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
て
き
た
と
感
じ
て
き
た
当
事
者
た
ち
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の
声
が
、
裁
判
へ
の
被
害
者
参
加
制
度
な
ど
、
被
害
者
救
済
の
大
き
な
流
れ
を
後
押
し
し
て
き
た
。
こ
れ
も
、
従
来
の
刑
事
司
法
の
限
界

を
示
し
て
お
り
、
修
復
的
司
法
の
よ
う
な
も
の
を
求
め
る
意
識
が
現
代
の
社
会
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
上
述
し
た
と
お
り
『
対
話
』
は
ド
ラ
マ
の
要
素
と
、
修
復
的
司
法
の
プ
ロ
セ
ス
の
要
素
は
、
分
か
ち
が
た
い
作
品
で
あ

り
、
観
る
者
に
修
復
的
司
法
の
可
能
性
（
あ
る
い
は
そ
れ
が
修
復
で
き
る
範
囲
）
や
、
日
本
の
社
会
で
適
用
可
能
か
と
い
う
問
題
、
当
事

者
に
つ
い
て
の
問
題
な
ど
、
修
復
的
司
法
の
実
践
面
で
の
課
題
に
つ
い
て
、
様
々
に
考
え
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

四
　
バ
ー
ベ
イ
タ
ム
演
劇
と
し
て
の
『
対
話
』

　『
カ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
紙
の
劇
評
の
中
の
、「
劇
と
言
う
よ
り
は
、
筆
記
録
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
」
と
い
う
指
摘
も
、『
対
話
』
の
重
要

な
論
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
と
い
う
作
家
の
キ
ャ
リ
ア
は
長
い
。
メ
ル
ボ
ル
ン
の
小
劇
場
運
動
か
ら
頭
角
を
現
し
、
シ
ド
ニ
ー
に

拠
点
を
移
し
て
か
ら
は
、「
風
習
喜
劇
」
の
作
家
と
し
て
絶
大
な
人
気
を
博
し
た
。
ほ
ぼ
毎
年
新
作
が
、
シ
ド
ニ
ー
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ

ア
タ
ー
を
中
心
に
し
て
上
演
さ
れ
る
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ
ア
タ
ー
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
滑
稽
な
登
場
人
物
に

大
笑
い
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
劇
場
に
や
っ
て
く
る
中
高
年
の
白
人
客
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ス
ロ
の
劇
団
が
『
対
話
』
を
上

演
し
、
映
画
化
し
、
そ
の
上
映
会
に
伴
う
修
復
的
司
法
・
欧
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
っ
た
際
、
招
か
れ
た
ジ
ョ
ン
・
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
な
ど
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
演
劇
界
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
参
加
者
た
ち
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
が
シ
ド

ニ
ー
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
前
に
額
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
、
い
か
に
国
を
代
表
す
る
人
気
劇
作
家
な
の
か
、
て
い
ね
い
に
説
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

（2
（

。
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
、『
対
話
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
キ
ャ
リ
ア
や
彼
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
層
の

人
々
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ
、
修
復
的
司
法
の
ひ
と
つ
の
「
筆
記
録
」
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
読
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
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ジ
ョ
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
ま
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
自
分
の
実
践
の
と
お
り
（
と
い
っ
て
も
実
際
に
は
九
、
一
〇
時
間
ほ
ど
の

長
時
間
に
も
及
ぶ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
一
時
間
半
ほ
ど
の
戯
曲
に
ま
と
め
て
は
い
る
が
）
こ
の
作
品
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
証
言
し
て

お
り
、『
対
話
』
の
登
場
人
物
を
、
自
分
が
扱
っ
た
ケ
ー
ス
の
コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
の
参
加
者
と
し
て
自
分
が
よ
く
知
っ
て
い
る
人
た
ち
だ

と
言
い
、
彼
の
意
識
が
そ
の
会
を
通
し
て
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
も
紹
介
し
て
い
る（

（2
（

。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
初
演
の
演
出
者
サ
ン

ド
ラ
・
ベ
イ
ツ
は
、
公
演
初
日
に
デ
レ
ク
と
バ
ー
バ
ラ
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
二
人
が
劇
場
に
見
に
来
た
こ
と
、
そ
し
て
妻
は
涙
を
流
し

な
が
ら
、「
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
癒
や
し
に
な
る
も
の
か
。
私
た
ち
の
よ
う
な
人
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
起
こ
る
こ
と
が
ど
れ

だ
け
重
要
な
こ
と
か
。
あ
な
た
は
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。」
と
ベ
イ
ツ
に
語
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
証
言
も
『
対

話
』
が
、
修
復
的
司
法
実
践
の
実
際
の
「
筆
記
録
」
に
近
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　《
バ
ー
ベ
イ
タ
ム
演
劇
と
し
て
役
割
》

　
二
〇
世
紀
後
半
以
降
、
視
覚
的
な
豊
か
さ
を
提
示
し
た
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
想
像
す
る
演
劇
の
役
割
を
果
た
す
演
劇
の
役
割
を
削
り

落
と
し
、
社
会
の
現
実
を
切
り
取
り
そ
の
ま
ま
舞
台
上
に
表
出
す
る
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
演
劇
が
台
頭
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
裁
判
や
議
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
筆
記
録
を
、
字
義
通
り
、
一
言
一
句
忠
実
に
、
役
者
が
喋
る
た
め
の
テ
ク
ス
ト

に
す
る
バ
ー
ベ
イ
タ
ム
演
劇
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
紙
の
劇
評
の
中
の
「
つ
ま
る
と
こ
ろ
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の

作
品
は
、
議
論
の
的
と
な
っ
て
い
る
あ
る
司
法
手
続
き
の
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
過
ぎ
な
い
　
劇
と
言
う
よ
り
は
、
筆
記
録
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
」
と
い
う
最
後
の
一
節
は
、
作
品
に
対
す
る
批
判
と
し
て
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
作
品
が
む
し
ろ
現
代
に
お
い
て
重
要
な

作
品
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
説
明
し
て
い
る
。

　
バ
ー
ベ
イ
タ
ム
演
劇
が
、
効
果
的
に
上
演
さ
れ
る
条
件
は
何
だ
ろ
う
か
。
バ
ー
ベ
イ
タ
ム
演
劇
が
数
多
く
作
ら
れ
て
き
た
オ
ー
ス
ト
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ラ
リ
ア
で
、
筆
者
が
代
表
的
な
作
品
を
挙
げ
る
な
ら
、『
コ
ラ
ン
ダ
ー
ク（

（3
（

』
を
挙
げ
る
。
一
九
世
紀
後
半
の
植
民
地
時
代
、
農
場
コ
ラ
ン

ダ
ー
ク
は
先
住
民
に
運
営
が
任
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
新
し
く
来
た
白
人
管
理
者
の
悪
政
に
不
満
を
積
も
ら
せ
、
コ
ラ
ン
ダ
ー
ク
の

人
々
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
政
府
に
請
願
を
行
い
、
植
民
地
議
会
で
の
審
問
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
の
審

問
の
議
事
録
が
、
そ
の
ま
ま
『
コ
ラ
ン
ダ
ー
ク
』
の
台
本
と
な
っ
た
。
こ
の
バ
ー
ベ
イ
タ
ム
作
品
を
よ
り
力
強
い
も
の
に
し
て
い
た
の

は
、
俳
優
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
コ
ラ
ン
ダ
ー
ク
農
場
の
人
々
を
す
べ
て
、
現
代
の
先
住
民
の
俳
優
が
演
じ
る
こ
と
で
、
一
九
世
紀
と
二

一
世
紀
と
の
隔
た
り
の
中
で
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
先
住
民
の
問
題
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
さ
ら
に
、

一
九
世
紀
の
議
会
へ
の
請
願
に
立
ち
上
が
っ
た
人
々
の
子
孫
の
一
人
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
を
キ
ャ
ス
ト
に
加
え
る
こ
と
で
、

無
味
乾
燥
な
議
事
録
が
、
急
に
血
肉
の
通
っ
た
、
身
体
性
を
伴
っ
た
も
の
に
変
容
す
る
。

　
で
は
、『
対
話
』
を
バ
ー
ベ
イ
タ
ム
演
劇
と
捉
え
た
と
き
、『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
紙
が
言
う
よ
う
な
「
た
だ
の
筆
記
録
」
を
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
る
力
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
か
。『
コ
ラ
ン
ダ
ー
ク
』
を
演
じ
る
俳
優
は
当
事
者
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
何
ら
か

の
形
で
つ
な
が
る
俳
優
た
ち
が
演
じ
る
こ
と
で
、
作
品
に
力
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、『
対
話
』
の
こ
の
厳
し
い
テ
ー
マ
の
場
合
は
、

重
い
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
る
当
事
者
が
演
じ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
で
は
、
俳
優
が
そ
の
代
替
品
と
し
て
演
じ
る
こ
と
に
、
ど
ん
な
意
味
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
劇
団
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
演
じ
た
こ
と
が
効
果
を
発
揮
し
た
だ
ろ
う
。
実
際
、
視
覚
的
な
面
白
さ
を
提
供
す
る
よ
う
な

プ
ロ
の
俳
優
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
必
要
な
く
、
登
場
人
物
が
よ
り
自
然
に
語
っ
て
い
る
印
象
を
観
る
者
に
与
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う（

（3
（

。

　
そ
れ
以
外
に
、
日
本
の
上
演
で
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
上
演
で
も
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
劇
団
の
上
演
で
も
共
通
し
て
証
言
が
あ
る
の

は
、
役
者
が
非
常
に
消
耗
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
俳
優
が
消
耗
し
、
現
実
の
生
活
に
戻
る
の
に
長
い
時
間
が
か

か
る
と
語
ら
れ
て
い
た（

（3
（

。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
、
俳
優
が
消
耗
し
て
い
た
と
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
も
、
演
出
者
の
サ
ン
ド
ラ
・
ベ
イ
ツ
も
語
っ
て
い

る
（
（3
（

。
　
そ
し
て
日
本
の
上
演
で
も
、
同
様
の
こ
と
は
起
き
て
い
た
。「
そ
も
そ
も
全
員
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
無
く
て
は
緊
張
の
糸
を
張
り
詰
め
た

こ
の
芝
居
は
成
立
し
な
い
。
俳
優
陣
は
精
神
も
体
力
も
削
ら
れ
た
だ
ろ
う（

（3
（

」
と
劇
評
は
記
述
し
、
演
劇
評
論
家
・
犬
丸
治
氏
は
「
こ
ん
な

芝
居
を
続
け
て
い
た
ら
俳
優
は
壊
れ
て
し
ま
わ
な
い
か
」
と
ツ
イ
ー
ト
し
た（

（3
（

。
筆
者
の
聞
き
取
り
で
も
、
上
演
期
間
中
、
精
神
面
に
お
い

て
不
安
定
な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
と
出
演
者
が
語
っ
て
い
た
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
戯
曲
を
演
じ
る
こ
と
は
、
演
技
技
術
で
制
御
で
き
る
部
分
か
ら
、
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス

キ
ー
理
論
の
「
俳
優
が
役
柄
の
人
生
を
生
き
る
」
こ
と
を
超
え
、
実
在
し
て
い
る
人
々
の
現
実
の
苦
し
み
が
俳
優
に
憑
依
し
た
と
言
っ
て

も
良
い
。

　
私
た
ち
は
い
つ
事
件
の
当
事
者
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
被
害
者
の
家
族
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
恐
ろ
し
い
経
験
が
待
ち
受
け
る
。

し
か
し
一
方
で
、
コ
ー
ラ
ル
が
「
子
ど
も
っ
て
い
う
の
は
、
一
番
恐
ろ
し
い
く
じ
引
き
ね
。
あ
た
し
は
一
番
き
つ
い
く
じ
を
引
い
て
し

ま
っ
た（

（3
（

」
と
述
懐
す
る
よ
う
に
、
い
つ
加
害
者
の
家
族
に
な
る
か
も
や
は
り
分
か
ら
ず
、
そ
う
な
っ
た
ら
被
害
者
と
同
様
に
、
現
代
日
本

社
会
で
は
地
獄
が
待
ち
受
け
る
。
こ
の
社
会
に
暮
ら
す
限
り
、
そ
の
よ
う
な
苦
し
み
が
、
あ
る
日
突
然
無
条
件
に
や
っ
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
ま
た
、
前
述
の
通
り
俳
優
座
公
演
で
は
、
性
暴
力
の
当
事
者
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
な
ど
の
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
が
起
き
な
い
よ
う
対

策
が
取
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
観
客
が
、
演
じ
ら
れ
て
い
る
世
界
を
「
演
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
危
険
性

を
こ
の
舞
台
が
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
俳
優
の
身
体
的
・
精
神
的
苦
悩
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
観
る
者
は
そ
の
苦
し
み
を
追
体
験
す
る
。
そ
し
て
、
苦
し
み
を
憑
依
さ
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せ
る
俳
優
の
身
体
は
、
演
じ
ら
れ
た
世
界
と
現
実
が
混
同
さ
れ
る
危
険
性
を
は
ら
み
つ
つ
、
観
る
者
が
そ
の
目
を
離
す
こ
と
が
出
来
な
い

存
在
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
演
じ
る
と
い
う
範
疇
を
超
え
た
俳
優
の
身
体
は
、
当
事
者
が
演
じ
る
バ
ー
ベ
イ
タ
ム
演
劇
に
匹
敵
す
る
力

を
持
つ
。
そ
し
て
そ
の
苦
し
み
が
修
復
的
司
法
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
や
が
て
軽
減
へ
と
向
か
う
こ
と
に
、
大
き
な
救
い
を
印
象
づ
け
る

こ
と
に
な
る
。

★

　『
対
話
』
は
、
ド
ラ
マ
と
、
修
復
的
司
法
の
プ
ロ
セ
ス
の
筆
記
録
と
し
て
の
要
素
が
両
軸
と
な
っ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、
こ
の
両
者
は

ど
ち
ら
が
主
で
従
で
あ
る
か
は
判
断
し
に
く
い
。
む
し
ろ
こ
の
両
軸
が
均
等
に
機
能
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
作
品
に
力
を
与
え
て
い
る
。

そ
の
力
と
は
、
誰
の
身
に
も
起
こ
り
う
る
と
い
う
漠
と
し
た
不
安
を
背
景
に
し
て
、
対
話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が

お
き
る
の
か
を
、
切
実
な
問
題
と
し
て
考
え
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
今
こ
そ
、
一
つ
の
場
所
に
一
同
に
介

し
て
、
ふ
れ
あ
い
、
相
手
の
怒
鳴
る
熱
量
を
感
じ
、
お
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と
の
意
味
を
、
考
え
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
は
、
演
劇
の
本
質
で
も
あ
る
。

付
録
　
俳
優
座
公
演
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
筆
者
は
、
俳
優
座
『
面
と
向
か
っ
て
』
と
同
様
に
、『
対
話
』
で
も
観
客
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
観
劇
の
後
に
答

え
て
劇
場
に
提
出
し
て
貰
う
無
記
名
の
記
述
式
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
質
問
は
以
下
の
一
問
で
あ
る
。

「
あ
な
た
は
こ
の
物
語
の
よ
う
な
こ
と
が
、
現
実
に
も
起
き
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
か
？
　
あ
る
い
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
　
そ
の

理
由
は
何
で
す
か
？
」
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二
〇
二
一
年
一
一
月
に
俳
優
座
『
面
と
向
か
っ
て
』
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
同
様
、
修
復
的
司
法
／conference

の
目
的
や
種

子
も
、
修
復
的
司
法
と
い
う
言
葉
も
、
質
問
に
は
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
五
三
件
で
、
そ
の
中
に
は
後
日
メ
ー
ル
で
回
答
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
出
演
者
か
ら
の
回
答
も
含
ま
れ
て
い
た
。

・「
そ
う
思
う
」
あ
る
い
は
「
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
」
と
い
う
趣
旨
の
回
答

　
三
五
件

・「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
回
答

　
一
五
件

　（
※
）
質
問
中
の
「
こ
の
よ
う
な
物
語
の
よ
う
な
こ
と
」
を
、「
レ
イ
プ
殺
人
事
件
そ
の
も
の
」
と
読
ん
だ
可
能
性
の
あ
る
人
が
一
定
数

含
ま
れ
る
が
、
検
証
は
不
可
能
な
も
の
が
殆
ど
な
の
で
数
値
化
は
し
て
い
な
い
。

　
記
述
さ
れ
た
意
見
の
多
く
は
、「
人
間
の
一
般
的
な
心
情
を
ふ
ま
え
て
考
察
し
た
も
の
」、「
現
代
の
ネ
ッ
ト
社
会
や
世
論
な
ど
を
念
頭

に
置
い
た
も
の
」、「
日
本
人
や
日
本
社
会
を
考
察
し
た
も
の
」
と
い
う
大
ま
か
な
分
類
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な

回
答
を
紹
介
す
る
。

☆
人
間
の
一
般
的
な
心
情
を
考
え
た
も
の

　「
ほ
と
ん
ど
の
被
害
者
は
あ
ん
な
ふ
う
に
感
情
は
出
せ
な
い
。
凍
り
付
い
て
何
も
言
え
ず
沈
黙
し
て
い
く
」

　「
あ
そ
こ
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
も
逃
げ
ず
、
腹
の
内
を
見
せ
れ
ば
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
で
そ
の
場
に
居
続
け
ら
れ
る

環
境
を
作
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
が
、
出
来
た
ら
素
晴
ら
し
い
」

　「
す
で
に
痛
み
で
弱
っ
て
い
る
人
に
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
話
し
合
い
は
難
し
い
で
す
。
た
だ
、
今
日
の
よ
う
に
共
々

苦
し
ん
で
い
る
が
信
頼
で
き
る
人
が
一
人
以
上
参
加
し
て
い
る
な
ら
互
い
に
…
…
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
」
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　「（
劇
中
の
）
皆
の
言
語
能
力
が
高
い
」「
実
際
は
伝
え
た
い
こ
と
の
半
分
も
出
な
い
の
で
は
な
い
か
」

☆
現
代
の
ネ
ッ
ト
社
会
や
世
論
な
ど
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

　「
加
害
者
を
強
く
非
難
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ノ
イ
ズ
が
大
き
く
、
加
害
者
・
被
害
者
と
も
に
対
話
の
枠
組
み
に
参
加
し
に
く
い
」

　「
加
害
者
と
加
害
者
家
族
は
別
の
人
間
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
整
理
し
て
考
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
謝
罪
ブ
ー
ム
は
そ
れ
を
逆
行
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
」

☆
「
日
本
人
」
や
「
日
本
社
会
」
に
言
及
し
た
も
の

　《
日
本
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
否
定
的
意
見
》

　「
日
本
人
の
特
徴
と
し
て
、
直
接
の
対
立
を
避
け
る
傾
向
と
い
う
も
の
は
あ
る
」「
自
分
の
負
の
部
分
を
見
せ
た
く
な
い
…
…
Ｒ
Ｊ
で
自

分
を
さ
ら
け
出
す
手
法
と
は
反
対
方
向
」

　「
日
本
の
今
の
社
会
で
は
、
複
雑
な
気
持
ち
や
状
況
を
言
語
化
し
て
整
理
し
た
り
、
誰
か
が
言
っ
た
こ
と
を
文
字
通
り
に
解
釈
し
理
解

す
る
こ
と
の
教
育
と
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
」「
多
く
の
人
が
空
気
や
行
間
や
裏
を
よ
ん
だ
り
、
言
葉
で
は
な
く
態
度
や
振
る
舞
い
に
つ

い
て
の
問
題
を
語
り
た
が
り
ま
す
」

　「
日
本
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
か
ら
許
す
た
め
の
対
話
は
、
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
」

　「
日
本
で
は
難
し
い
。
加
害
者
は
守
ら
れ
て
い
る
が
被
害
者
は
守
ら
れ
て
い
な
い
の
で
」

　「
特
に
日
本
で
は
な
く
、
今
回
の
物
語
の
よ
う
な
海
外
の
、
言
論
が
発
達
し
て
い
る
文
化
圏
の
国
で
は
あ
り
得
る
と
思
い
ま
し
た
」
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　《
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
》

　「
日
本
で
も
『
対
話
』
が
起
き
て
欲
し
い
が
、
対
話
ベ
タ
な
日
本
人
に
根
づ
く
の
は
な
か
な
か
先
で
し
ょ
う
か
」

　「
我
が
国
で
は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
未
来
に
な
ら
な
い
と
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
…
…
自
分
の
中
の
悲
し
み
を
他
者
に
あ
り
の
ま
ま
の
形

で
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
、
本
人
の
気
の
す
む
ま
で
、
自
由
に
、
マ
イ
ナ
ス
と
さ
れ
る
感
情
も
そ
の
ま
ま
に
、
賞
賛
も
批
判
も
さ
れ
ず
に
、

聴
き
た
い
と
思
う
人
に
聴
い
て
も
ら
え
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
も
っ
と
大
事
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
は

ジ
ャ
ッ
ク
の
よ
う
な
、
そ
の
場
を
提
供
す
る
専
門
家
が
た
く
さ
ん
必
要
で
す
し
、
こ
の
よ
う
な
場
に
参
加
で
き
る
機
会
が
身
近
に
あ
っ
て

欲
し
い
」

　「
現
実
に
起
き
て
欲
し
い
で
す
（
特
に
こ
の
日
本
で
、
な
る
べ
く
早
く
）　
死
刑
制
度
の
あ
る
こ
の
国
に
生
き
て
き
て
、
何
故
、
す
べ
て

を
秘
密
裏
に
進
め
て
、
実
行
し
て
い
る
の
か
が
私
に
は
疑
問
（
不
可
解
）
だ
か
ら
」

＊
本
稿
の
論
考
は
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
演
劇
と
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」（20K

00455

）
の
助
成
を

受
け
て
い
る
。

注（
1
）	D

avid W
illiam

son, A
 Conversation in The Jack M

anning Trilogy. Sydney, Currency Press, 2002.

（
2
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修
復
的
司
法
に
つ
い
て
は
、
三
部
作
第
一
弾
『
面
と
向
か
っ
て
』
日
本
上
演
に
つ
い
て
の
論
文
を
参
照
。
佐
和
田
敬
司
「
修
復
的
司
法
を
主
題
に
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戯
曲
『
面
と
向
か
っ
て
』
の
日
本
で
の
翻
訳
上
演
」『
早
稲
田
大
学
法
学
会
百
周
年
記
念
論
文
集

　
第
五
巻

　
人
文
編
』
成
文
堂
、
二

〇
二
二
。

（
3
）	

ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ニ
ン
グ
を
ジ
ェ
フ
・
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
、
デ
レ
ク
・
ミ
ル
ソ
ム
を
ロ
バ
ー
ト
・
コ
ー
ル
ビ
ー
、
バ
ー
バ
ラ
・
ミ
ル
ソ
ム
を
ダ
イ
ア
ン
・
ク

レ
イ
グ
、
ロ
ー
リ
ン
・
ゼ
マ
ネ
ク
を
サ
ン
デ
ィ
・
ゴ
ア
、
ミ
ッ
ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
を
グ
レ
ン
・
ヘ
イ
ゼ
ル
ダ
イ
ン
、
コ
ー
ラ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
を
デ
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ボ
ラ
・
ケ
ネ
デ
ィ
、
ボ
ブ
・
シ
ョ
ー
タ
ー
を
グ
レ
ッ
グ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
、
ゲ
イ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
を
ビ
ア
ン
カ
・
ロ
ウ
、
ス
コ
ッ
ト
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

の
声
を
デ
イ
ミ
ア
ン
・
ガ
ー
ヴ
ィ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
演
じ
た
。D

avid W
illiam

son, 2002.
（
4
）	A

ustage, 

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧
　https://w

w
w

.ausstage.edu.au/pages/w
ork/1654

（
5
）	
同
上
。

（
6
）	

同
上
。

（
7
）	B

ritish T
heatre G

uide, 

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧https://w

w
w

.britishtheatreguide.info/review
s/conversation-rev.htm

（
8
）	European Forum

 For R
estorative Justice, 

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧https://w

w
w

.euforum
rj.org/en/film

-a-conversation

（
9
）	

出
演
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ニ
ン
グ
を
八
柳
豪
、
デ
レ
ク
・
ミ
ル
ソ
ム
を
斉
藤
淳
、
バ
ー
バ
ラ
・
ミ
ル
ソ
ム
を
安
藤
み
ど
り
、
ロ
ー
リ
ン
・
ゼ
マ
ネ
ク
を

佐
藤
あ
か
り
、
ミ
ッ
ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
を
辻
井
亮
人
、
コ
ー
ラ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
を
山
本
順
子
、
ボ
ブ
・
シ
ョ
ー
タ
ー
を
河
内
浩
、
ゲ
イ
ル
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
を
天
明
屋
渚
、
ス
コ
ッ
ト
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
声
を
山
田
貢
央
が
そ
れ
ぞ
れ
演
じ
た
。
二
〇
二
三
都
民
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
作
品
だ
っ

た
。
劇
団
俳
優
座
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧https://haiyuza.net/past-perform

ances/perform
ances22/taiw

a/

（
10
）	A

lfred H
ickling, 

“Review
: A

 Conversation

”, The G
uardian, 22 N

ov 2007.

（
11
）	

木
村
直
子
「
評
：
対
話
（
俳
優
座
）」『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
三
年
二
月
二
一
日
夕
刊
。

（
12
）	

同
上
。

（
13
）	

新
劇
の
父
小
山
内
薫
は
、
自
由
劇
場
で
の
新
劇
を
つ
く
り
あ
げ
た
盟
友
二
代
目
市
川
左
団
次
が
明
治
に
復
活
さ
せ
た
歌
舞
伎
「
鳴
神
」
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
原
始
的
な
科
白
劇
と
し
て
『
鳴
神
』
は
殆
ど
完
全
に
近
い
内
容
形
式
を
備
へ
て
ゐ
る
。
日
本
の
歌
舞
伎
劇
の
一
大
特
色
で
あ

り
、
一
大
特
徴
で
あ
る
舞
踊
的
な
要
素
（
こ
の
場
合
で
は
、
そ
の
一
種
で
あ
る
荒
事
）
が
、
こ
の
場
合
で
は
、
出
来
る
だ
け
縮
減
せ
ら
れ
て
ゐ
て
、
そ
の

余
り
著
し
い
特
色
で
な
い
対
話
的
要
素
が
、
出
来
る
だ
け
拡
大
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。（
中
略
）
十
八
番
の
中
で
も
、
こ
の
「
鳴
神
」
は
、
特
に
対
話
的
生
命

に
富
ん
で
ゐ
る
。」（
小
山
内
薫
「「
鳴
神
」
の
対
話
」『
演
芸
画
報
』
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
一
月
、
八
十
五
～
八
十
九
頁
）「
鳴
神
」
の
魅
力
は
、

歌
舞
伎
側
で
は
荒
事
芸
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
新
劇
を
模
索
す
る
小
山
内
に
と
っ
て
は
「
対
話
」
の
場
面
に
魅
力
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
ま
た
、
対
話
劇
に

つ
い
て
は
、
訪
欧
か
ら
の
帰
国
直
後
の
左
団
次
と
小
山
内
と
の
対
談
で
、
ド
イ
ツ
で
観
た
舞
台
は
対
話
が
中
心
で
あ
り
な
が
ら
観
客
を
飽
き
さ
せ
な
い
説

得
力
と
迫
力
の
あ
る
表
現
に
驚
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
日
本
の
新
劇
の
演
出
で
、
俳
優
が
「
対
話
劇
」
を
演
じ
る
技
術
を
獲
得
す
る
こ
と
に
努
力
が

払
わ
れ
て
い
た
。
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（
14
）	

平
田
オ
リ
ザ
『
演
劇
の
こ
と
ば
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
。

（
15
）	

ヘ
レ
ン
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
（
中
山
夏
織
訳
）『
応
用
ド
ラ
マ
：
演
劇
の
贈
り
も
の
』
而
立
書
房
、
二
〇
一
五
。

（
16
）	
小
田
島
恒
志
「
翻
訳
（
実
践
的
視
点
か
ら
の
）」『
演
劇
学
の
キ
ー
ワ
ー
ズ
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
。

（
17
）	
佐
和
田
敬
司
訳
『
対
話
』
俳
優
座
上
演
台
本
、
未
刊
行
。

（
18
）	

石
倉
和
真
「
凄
ま
じ
い
衝
突
　
俳
優
座
『
対
話
』」『
テ
ア
ト
ロ
』
二
〇
二
三
年
八
月
号
。

（
19
）	

俳
優
座
『
対
話
』
観
客
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
二
〇
二
三
年
二
月
一
〇
日
～
二
四
日
。

（
20
）	

岩
淵
達
治
「
異
化
効
果
」『
デ
ジ
タ
ル
版
　
集
英
社
世
界
文
学
大
事
典
』
二
〇
二
三
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧https://japanknow

ledge.com
/lib/

display/?lid=52310h0013588

（
21
）	

同
上
。

（
22
）	

俳
優
座
『
対
話
』
観
客
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
二
〇
二
三
。

（
23
）	

佐
和
田
敬
司
、
二
〇
二
二
年
。

（
24
）	

俳
優
座
『
対
話
』
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
、
二
〇
二
二
年
二
月
一
五
日
。

（
25
）	

佐
和
田
敬
司
、
二
〇
二
二
。

（
26
）	

高
橋
則
夫
『
対
話
に
よ
る
犯
罪
解
決
　
修
復
的
司
法
の
展
開
』
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
。

（
27
）	T

alk w
ith the creators of 

“A Conversation
” ［R

EstA
R

T
 Festival 2020

］, European Forum
 For R

estorative Justice, 

二
〇
二
三

年
一
二
月
一
三
日
閲
覧https://w

w
w

.euforum
rj.org/en/film

-a-conversation

（
28
）	

同
上
。

（
29
）	D

avid M
oore, D

avid W
illiam

son

’s Jack M
anning Trilogy, Sydney, Currency, 2003.

（
30
）	G

iordano N
anni, A

ndrea Jam
es, Coranderrk: W

e W
ill Show

 the Country, Canberra, A
boriginal Studies Press, 2013.

（
31
）	T
alk w

ith the creators of 

“A Conversation

”

（
32
）	

同
上
。

（
33
）	D

avid M
oore, 2003.

（
34
）	

石
倉
和
真
、
二
〇
二
三
。

（
35
）	

犬
丸
治
二
〇
二
二
年
二
月
一
五
日
閲
覧https://tw

itter.com
/fw

gd2173

（
36
）	

『
対
話
』
俳
優
座
上
演
台
本
。
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（
35
）	

犬
丸
治
二
〇
二
二
年
二
月
一
五
日
閲
覧https://tw

itter.com
/fw

gd2173
（
36
）	

『
対
話
』
俳
優
座
上
演
台
本
。

出典：劇団俳優座公演『対話』2023年 2 月10日～24日　俳優座スタジオ　撮影：古元道広




